



















間淵 洋子 （言語変化研究領域 特任助教）
l概要
Ø近世版本の字形画像を収録したデータベース。現在，『春色梅児与美（1832年刊）』『比翼連理花廼志満台（1836
年刊か）』の初編各3巻（計6巻），約4万2千字（平仮名の異なり字数135字，延べ字数約3万字）を収録。
Ø国語研ホームページで試験公開中（無償）。https://cid.ninjal.ac.jp/hentaiganaDB/index.html
l特長
Ø平仮名（変体仮名）を，音価・字母・Unicode10.0（Unicode変体仮名）による3階層で分類して表示。
Ø各字形画像の出典ページ画像との相互リンク，「学術情報交換用変体仮名」サイトへのリンクなどを有する。
１．「国語研変体仮名字形データベース」とは？
l応用
Øくずし字や変体仮名の学習に利用可能（特定字体を体系的に学習する＆原文を翻字と照合しながら読み進める）
Ø仮名の字体研究に利用可能（仮名字体の使い分け，実使用の計量調査，字形とUnicode変体仮名字体への割り当て等）
l今後の展開
Ø収録作品の多様性（作品，時代，形態など）を確保しデータを拡充する。関連する外部リンクを追加する。
Øモバイル端末（スマホ，タブレット等）での利用を快適にするために，レスポンシブWebデザインに対応する。
５．応用と今後の展開
1. トップページ中ほどの「資料一覧」にリストされてい
る資料から目的の資料をクリック
2. 資料画像の上の「次のページ」をクリックしてページ
を進める（「前のページ」をクリックして戻る）
3. 文字の上にカーソルを合わせると，翻字（現行文字に
よる表記）が表示される
4. 文字を選んでクリックすると字形画像一覧にジャンプ
する
5. ページ上方「翻刻一行表示」タブを選択すると，1行
単位で翻刻文字列が表示される（初期状態は「字形矩
形表示」）
3．使い方（2）資料本文画像から探す
本研究は，⼈間⽂化研究機構広領域連携型基幹研究プロジェクト「異分野融合による「総合書物学」の構築」
国語研ユニット「表記情報と書誌形態情報を加えた⽇本語歴史コーパスの精緻化」による成果の⼀部です
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